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東京女子医科大学看護学会会則
第 1 章　総　　　　則
第 1 条 本会は、東京女子医科大学看護学会（The 
Nursing Research Colloquium of Tokyo 
Women's Medical University）と称す。
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に当たるものとする。













第 15 条 本会に学術集会会長を置く。
第 16 条 学術集会会長は、評議員会で正会員の中
から選出し、総会の承認を得る。
第 17 条 学術集会会長の任期は 1 年とし、原則と
して再任は認めない。
第 18 条 学術集会会長は学術集会を主催する。
第 5 章　会　　　　議




第 20 条 理事会は、理事長が招集しその議長とな
る。
2　理事会は毎年 3 回以上開催する。但し、





第 21 条 評議員会は理事長が招集し、その議長と
なる。
2　評議員会は、毎年 1 回開催する。但し、






第 22 条 総会は理事長が招集し、学術集会会長が
議長となる。
2　総会は、毎年 1 回開催する。但し、正




3　総会は、正会員の 5 分の 1 以上の出席
または委任状をもって成立とする。





第 24 条 総会における議事は、出席正会員の過半
数をもって決し、可否同数のときは議長
の決するところによる。
第 6 章　学  術  集  会
第 25 条 学術集会は毎年 1 回開催する。
第 26 条 学術集会会長は学術集会の企画運営につ
いて審議するため、学術集会企画委員会
を委嘱し、委員会を組織する。
第 7 章　会 　 誌 　 等
第 27 条 本会は、年 1 回以上会誌を発行する。
第８章　会　　　　計








第 29 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始
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まり、翌年 3 月 31 日で終わる。
第 30 条 学術集会の会計は独立会計とする。
第９章　会 則 の 変 更




者の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。
　　　
第 10 章　雑　　　則
第 32 条 この会則に定めるもののほか、本会の運
営に必要な事項は、別に定める。
附則
この会則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。
この会則の改正は、平成 19 年 10 月 6 日から施
行する。
（第 13 条（3）改正）
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東京女子医科大学看護学会細則
第 1 条 この細則は、東京女子医科大学看護学会会則第 32 条に基づき、東京女子医科大学看護学会の運営 
に必要な事項を定める。
第２条 本会の入会金は 3000 円とする。
2  本会の正会員の年会費は 5000 円とする。
3  本会の準会員の年会費は 2000 円とする。













2  編集委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3  編集委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。
4  編集委員会は、年 1 回以上会誌の編集および発行を行う。
第 5 条 本学会に広報委員会を置く。






第 6 条 本学会に総務委員会を置く。






第 7 条 理事会は必要に応じ委員会を設けることができる。
2  委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。
附則
この細則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。
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第 3 回　理事会
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東京女子医科大学看護学会評議員会報告
○ 2017（平成 29）年度
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2017 年度東京女子医科大学看護学会　総会　議事録





・会則 22 条により、守屋治代第 13 回学術集会長が議長となる挨拶があった。
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項目 2017（平成29）年度予算額 2018（平成30）年度予算額 備考
Ⅰ会費 1,580,000 1,680,000
 　1．会員会費 1,540,000 1,640,000
　年会費　5,000円×310名＝1,550,000円
　入会金　3,000円×　30名＝90,000円
 　2．賛助会員会費 40,000 40,000 　2口×20,000円＝40,000円
Ⅱ雑収入 201,200 201,200
 　1．受取利息 600 600 　利子収入
 　2．学会誌販売 600 600 　NPO医学中央雑誌許諾抄録利用料金




項目 2017（平成29）年度予算額 2018（平成30）年度予算額 備考
Ⅰ総会費 350,000 350,000
　1．学術集会貸与 200,000 200,000
　2．学術集会理事会協賛企画 50,000 50,000 　学術集会理事会協賛企画として
　3．諸経費 100,000 100,000 　郵送費等
Ⅱ会議費 90,000 90,000 　理事会4回、評議委員会1回、交通費　等
Ⅲ編集委員会活動費 540,000 540,000
　1．郵送費 15,000 15,000







　1．郵送費 70,000 70,000 　80円×400人、宛名出力及び封入発送費(アドプリント)
　2．印刷費 56,000 56,000 　ニュースレター代　70円×2面×400部





　6．事務費 5,000 5,000 　振込手数料　等
Ⅴ総務委員会活動費 400,000 400,000
　1．郵送費 45,000 45,000 　年会費請求郵送費　等
　2．封筒作成費 40,000 40,000 　年会費請求用封筒作成 等
　3．印刷費 200,000 200,000 　年会費請求書、払込票印刷、入会案内印刷　等
　4．事務費 100,000 100,000
　5．会議費 15,000 15,000
Ⅵ 研究助成金 315,000 315,000
　1．助成金 300,000 300,000
　2．事務費 15,000 15,000 　郵送費、振込手数料　等
Ⅶ 役員選挙費 0 0
Ⅷ 支出小計 1,945,000 1,955,000
Ⅸ 予備費 4,771,080 5,508,811
計 6,716,080 7,463,811
東京女子医科大学看護学会　2018（平成30）年度予算  （案）
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研究期間は、１年とする。(助成決定後から翌年 7 月末までとする。) 
 
４．申請期間 





































この規程は平成 24 年 7 月 30 日より施行する。 
この規程の改正は平成 26 年 10 月 1 日より施行とする。 
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東京女子医科大学看護学会　個人情報保護方針
2006 年７月３日　（理事会承認）






　収集した個人情報は , 業務遂行と会員サービスへの反映のために , 次の利用目的の範囲に限り使用します。
1） 入会・会員情報の更新・退会手続き
2） 学術集会・総会・学会催しの案内 , 学会誌・ニュースレターの発送
3） 年会費請求書などの送付
4） 学会が行う調査票やアンケートの発送






　本学会が収集した個人情報は , 紛失 , 破壊 , 改ざん , 漏えいなどを防止するため適正に管理します。個人
情報を入力している端末は , 外部からの不正アクセスを防ぐためインターネットに接続していません。
　本学会の保有する個人情報は , 利用目的に応じて正確かつ最新の内容に保つよう努めます。






　本学会は , 法令の変更その他の理由を考慮し , 個人情報の保護 , 管理が適正に行われるよう見直し , 改善
に努めます。 
個人情報の確認 ･ 問い合わせ
東京都新宿区河田町 8 − 1　東京女子医科大学看護学部内
東京女子医科大学看護学会
FAX：03-3341-8832















2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日
2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日
資料 6
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2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日

















2017 年 4 月 1 日 ~2020 年 3 月 31 日
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  ・メールアドレス：edit-nrc.bk@twmu.ac.jp 











1) 原稿は A4 判横書きで、1 行文字数を全角 35

























6) 文 献 記 載 の 様 式 は APA( American 







・著者名（発行年次）. 論文表題 . 掲載雑誌名 , 
号もしくは巻（号）, 最初のページ数−最
後のページ数 .  
 【単行本】 
・著者名（発行年次）. 書名（版数）. 発行地 , 
出版社名 . 
・著者名（発行年次）. 論文表題 . 編者名 , 書




発行地 , 出版社名 . 




















 〒 162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 
東京女子医科大学看護学部内 
東京女子医科大学看護学会編集委員会 
E-mail: edit-nrc.bk@twmu.ac.jp  
附則 
この規程の改正は、平成 24 年 9 月 24 日から
施行する。 













　　（図表は A4 用紙 1 枚の大きさを 1,000 字とする）
□ 5. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の承認を受けている
　　（倫理委員会名と承認番号を記載する）






　　　□連絡先住所・電話番号および FAX 番号・E-mail アドレス
□ 8. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している
□ 9. 本文中の文献の引用では著者名、発行年次を括弧表示（著者 , 年次）している
　　　英文著者の場合、（ファミリーネームのみ , 年次）となっている　　例．(Anderson, 2011) 
□ 10. 本文中の文献 ( 著者 , 年次 ) と文献リスト内同文献の著者、年次が一致している




□ 15. 文献の共著者は 3 名まで表記している
□ 16. 文献リストは著者名のアルファベット順、同著者の場合は刊行順に列記している
□ 17. 研究論文希望の場合、800 字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけている
□ 18. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔に述べている
□ 19. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている































  正 会 員：本会の目的に賛同し看護研究・看護教育・看護実践に携わる者、 
院生・同窓会員・本学看護学部教員など 
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  正 会 員：本会の目的に賛同し看護研究・看護教育・看護実践に携わる者、 
院生・同窓会員・本学看護学部教員など 
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